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野尻 (4)遺跡出上のヒスイ大珠について

長内 孝幸 (大釈迦工業国地調査会 )

1. は じめ に

これまで青森県内の平安時代を主体とする遺跡から、ヒスイ大珠が出上した事例は報告され

ていない。しかしながら、平成18年度に実施した野尻 (4)遺跡の発掘調査において、第95号

竪穴建物跡内からヒスイ大珠が出上しており (第 3図 )、 平安時代にもヒスイが使用されてい

たことを確認できた。このような特殊な出土事例を紹介するにあたり、同時期の比較資料が無

いことから、浪岡町内の遺跡から出上したヒスイや、県内で報告がなされている主な遺跡のヒ

スイ大珠を比較しながら、該資料の紹介と検証をしていきたい。

2.遺跡の概要と出土状況

野尻 (4)遺跡は青森県南津軽郡浪岡町大字高屋敷字野尻地内に位置し、平安時代 (9世紀

末頃から10世紀前半)を主体とする遺跡である。主な検出遺構としては竪穴建物跡・掘立柱建

物跡・外周溝の 3点セット、または土坑を含む4点セットを一単位とする建物跡や井戸跡、溝

跡等がある。遺物としては土師器、須恵器が多く出上しており、祭祀 。装飾に使用したと思わ

れる土玉、ミニチュア土器、そして若干ではあるが擦文土器や、縄文時代後期前葉の十腰内 I

式の上器片等が出上している。調査区は最近まで畑として使われていたため、耕作等の削平が

強く遺構の残存度はあまり良くない。第95号竪穴建物跡は、長軸8.58m× 短軸7.15mの規模を

もち、カマドの主軸方向は南東を向いている。外周溝、掘立柱建物跡は附属しておらず、外周

溝と同一機能をもつと考えられる土坑が廻る建物跡である。ヒスイの出土層位も床面、もしく

は掘り方直上という曖味な地点であったが、平安時代の遺構に伴って出上したことは事実であ

る。同遺構からは、ヒスイ大珠の他に土師器 (奏・杯 )、 須恵器 (杯・壷形ミニチュア土器 )、

刀子、鉄津等の遺物が出上している。

3.ヒ スイの比較と出土資料

県内から出上しているとスイは、勾玉や大珠など形や大きさなども多様であり、縄文時代を

主体とする遺跡から出土するのが殆どである。大珠の形態は一般的に鰹節型、緒締型、斧型に

大別され、さらに鰹節型には厚手型、細身型があり、緒締型には厚手型、細身型、扁平型、三

角型、不整形型、方形型、縦孔型というように細分できる。

今回、野尻 (4)遺跡から出上したヒスイ大珠 (図 2-1)は、縦3.5cm×横3.2cm×厚さ1.生m、

重量30,87gで、形態類型は緒締型の縦孔型に分類できる。穿孔は片側穿孔であり、貫通後に

反対側の孔の仕上げを施している。縦側に穿孔を施すヒスイは、六ケ所村の上尾験 (2)遺跡

や、同じく六ケ所村の沖附 (2)遺跡に類例がある。まず、この六ケ所村の遺跡と、浪岡町内
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のヒスイが出上している遺跡を紹介したい。

1)六ケ所村上尾験 (2)遺跡 (青森県教育委員会 1988)

調査区包含層からヒスイ大珠が 4点ならんで出土している。出上したヒスイは両面に穿了しし

ているもの (図 2-2・ 3)と 、両面と縦側の二箇所を穿孔しているもの (図 2-4・ 5)があ

り、縄文後期前葉の十腰内 I式の上器が伴出している。また、不整楕円形玉等が 2点出上して

いる。

2)六 ケ所村沖附 (2)追跡 (青森県教育委員会 1986)

調査区包含層から方形玉が 2点 (図 2-6・ 7)出上している。 2点とも縄文時代後期前葉

の十腰内 I式の上器が伴出している。穿孔位置は、見方により縦側とも横側とも捉えられるも

のであるが、面ではなく厚みのない側端部から穿孔を施しており、形態から見ると本紹介資料

とよく似ている。

3)浪岡町源常平遺跡 (青森県教育委員会 1978)

縄文時代晩期の上媛墓から出上している。第19号土墳墓の覆土第 2層から硬玉製の玉が 4点

(図 2-8～ 11)散在して出土し、底面からも硬玉製の玉が 1点 (図 2-12)出土している。

また、第21号土媛墓の底面からは有茎石鏃 1点 とともに硬玉製勾玉が 2点 (図 2-13・ 14)ま

とまって出上している。

4)浪岡町細野遺跡 (青森県立郷土館 1984)

縄文時代晩期と思われる遺跡で、勾玉大珠が 1点 (図 2-15)が出土している。

5)浪岡町羽黒平 (3)遺跡 (浪岡町 1995)

縄文時代晩期中葉の包含層から硬玉製丸玉が 1点 (図 2-16)が出上している。

以上が浪岡町内のヒスイ出土遺跡と、形態的に似ているヒスイ出土遺跡の紹介である。

福田友之氏 (福田 1999)に よると、青森県域における平成11年までのヒスイ出土遺跡数は

71ケ所、ヒスイ総数は631点であり、内訳は縄文609点、弥生4点、古代14点が出上したとされ

ている。その中からヒスイ大珠の出土している遺跡と、浪岡町内の遺跡を抜粋して表を掲載し

た (表 1)。

4.お わ りに

以上、本遺跡から出上したヒスイ大珠と、他の遺跡から出上したヒスイを比較、紹介してき

た。しかし、なぜ平安時代の建物跡からヒスイが出上したのであろうか。まず考えられること

は、

①縄文時代にその土地で生活していた人々がヒスイを手にいれ使用し、その後長い年月を得て、

平安時代の人々が発見し、再使用した。

②平安時代に作製され、現地や近隣地域の人々と交易をして手に入れた。

などが考えられる。
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福田友之氏からは、「本遺跡から出上したヒスイの産地は糸魚川産のものと考えられ、県内

の縄文時代の遺跡から出上しているものと大差はなく、形態も縄文時代後期前葉に多く見られ

る大珠である」との教示をいただいた。たしかにヒスイの全盛期である縄文時代でもヒスイ未

製品は数点出土しているに過ぎず、平安時代に当地、もしくは近地域で製作していたとは考え

にくい。本遺跡からは縄文時代後期前葉、十腰内 I式の土器片も少量ながら出上しており、先

にも述べたように縄文時代の人々による廃棄等で土中に埋まっていたものが、平安時代の耕作

等で土中から発見され使用されたと考えるほうが自然である。やはり、縄文時代の人々と同じ

ように平安時代の人々もヒスイの青 (碧 )と いう色に神秘的なものを感じとっていたのであろ

うか。

以上、現段階で考えられる事を述べてきたが、あぐまでも可能性でしかなく、確実なもので

はないということを付け加えておきたい。今後の出土資料の増加を期待し、平安時代における

当地の生活実態や精神的な側面から、本資料の出土意義を解明して行くことが必要と考えてい

る。

本稿を作製するにあたり、青森県埋蔵文化財センターの福田友之氏からは種々御教示いただ

いた。また、浪岡町教育委員会の工藤清泰氏、大釈迦工業団地調査会の高杉博章氏からは様々

な面からご指導いただいた。心から感謝を申し上げる次第であります。
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図 1 青森県域のヒスイ大珠と浪岡町のヒスイ出土遺跡
表 1 青森県域出上のヒスイ大珠と浪岡町のヒスイー覧表

と、濤のついた原石 1

勾玉太珠 2、 大珠未製品 1、 勾王 3、 丸
玉 16、 丸小王 5、 方形小玉 2、 夫製品 1
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図 3 第95号竪穴住居跡内ヒスイ出土地点

実物の 2倍

写真1 野尻 (4)遺跡出上のヒスイ大珠
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